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裸足になって湿ったコンクリー
トの感触を確かめてみた。ひん
やりする。冷気が足裏から全身
にいきわたるまでのごく短い時
間、ふと意識が一点にとまった。
裸足のまま柵づたいに歩く。な
んだか随分陳腐じゃないか。夜
の屋上はいつも錆びたブランコ
の匂いがして、わたしは結局、
また誰かのことを考えている。
ねえ、今どこ？ 
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